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2011年東北地方太平洋沖地震(M9.0，以下東北沖地震)ではGNSS−音響結合方式 (以下，GNSS-A) や，海底水

圧計による海底地殻変動観測によって，プレート境界の深さ十数km以浅で50mを超える大きな断層すべりが

生じていたこと，さらにその断層すべりが海溝軸まで到達していたことが高い確度で明らかになった．こうし

たプレート境界浅部での大すべりを規定する要因をさまざまな側面から理解することは，超巨大地震の発生様

式の理解を深める上で重要であり，特に他の地域における超巨大地震との比較研究を行うことは地震の多様性

理解のために必須である． 

千島海溝は，日本海溝と同じ太平洋プレートが沈み込む場であり，M8クラスの巨大地震が十勝沖や根室沖と

いった各セグメントで繰り返し発生している．一方，津波堆積物の分布等から，17世紀に，十勝・根室沖の両

セグメントを破壊し，さらにプレート境界浅部で大きなすべりが生じるような巨大地震が発生していた可能性

が指摘され，そのすべり様式の2011年東北沖地震との類似性が示唆されている (Ioki and Tanioka, 2016)． 

こうした観点から，東北大学と北海道大学では，千島海溝根室沖における現在のプレート間固着の実測を目指

した海底測地観測網の整備を共同で実施した．具体的には2019年７月に実施された東北海洋生態系調査研究

船「新青丸」の共同利用航海KS-19-12航海において，3箇所のGNSS-A観測点および1箇所の海底間音響測距

(ADM) 観測点の設置を行った． 

本航海では併せて，ピストンコアを用いた採泥による乱泥流堆積物調査を2箇所で実施した．また，海底水圧

計の長期ドリフトの除去を目的とした自己校正機能付きの海底水圧観測システムのプロトタイプ機の動作実証

試験を行った．さらに，日本海溝-千島海溝会合部の地震・微動活動を把握することを目的とし，自己浮上式海

底地震計5台の設置も実施している．またウェーブグライダーによる長期自律的GNSS-A観測のための試験観測

も実施した (飯沼・他，本大会)． 

図にKS-19-12観測において根室沖に新設したGNSS-A観測点，ADM観測点等の観測点分布を示す．GNSS-A観

測点は，海溝軸に直交する方向に3観測点を新設した．そのうちの2点は陸側斜面に設置し，1点は沈み込む太

平洋プレートの移動速度の実測を目的として，海溝軸よりも南側に設置した．各観測点は3局もしくは4局のト

ランスポンダーによって構成され，設置後に新青丸の船底トランスデューサーを用いた移動観測による各トラ

ンスポンダー位置の計測および，各アレイの初期位置推定のための定点観測を実施した． 

ADM観測点は，海溝軸を跨いで3海底局を設置し，うち2局は沈み込む太平洋プレート上に，1局を陸側斜面に

設置した．ADMでは，海底局間で音線のパスが通る必要があるため，あらかじめ予定した箇所に正確に設置す

る必要がある．そのためウィンチで観測装置を吊り下げ，潮流の影響が少ない深度で切り離すことに

よって，予定した箇所に正確に設置を行った．設置後，船上から単発の測距指示を行い，ADM海底局間で，相

互に測距に成功していることを確認した． 

今後，GNSS-A観測点については，1年に1回程度の頻度で繰り返し観測を行い，特にプレート境界浅部におけ

る固着について明らかにすることを目指す．ADM観測点については，2年間程度の連続観測によって，プ

レート境界最浅部におけるひずみ蓄積の定量評価を目指す．発表では，より詳細な観測内容等および，現時点

までに得られているデータの暫定的な解析結果等について報告する予定である． 
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